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We haveisolated the sulfide spoilage bacteria from manyl〕1ackened boiled clams and  

baby clarns．They are quite resernble to Cl．nigrificansin the followLng Characteristics：   

Their vegetatives arein the shape of rodswith rounded ends．   

They are obligate anaerobic thermophils and grow betⅣeen37～700C．，their optimum  

temperature being55OC．   

They are detected through the formation of characteristic，distinct，blackened，Spherical  

areasin Cameron′s sulfite agar medium due to extensive hydrogen sulfide production・   

They do not ferrnent glucose．  

In the clam bouillon，they do not occur below pH5．O and do above pH5．4．   

Ⅰ 序  ロ  

アサリ水煮躍詰の1ノ沌子物の異変現象は数10年劇、前より知られてし、たものであるが、夫子岩生頻度  

が非常に低く其の数量も経済情に重要視される程のものでなかったので、某＝界に問題を起すことも  

なく看過され陣であったr。所が順和34年に至ってこの黒変膵が九州地方に突発的に多量に発生し  

たので日本雅語倹竃協会、東洋製確株式会社並に九州にある業界がこれを大きく取あげ神戸検査所  

及或製造業者よりこれが原因調査せ依髄されたのでこの試験の笑劇に入ったのである。更にこの試  

験に取掛っていた昭和34年10月口本膵詰横森協会構浜枚勤王小こ於いて暗ほHハマニダリブiく煮椛詰  

（H・D・ブリキ櫛酎C一エナメル、サケ4一号躍）が受検数769c／sの申75c／Sが肉並に液汁が黒変  

していたとのことで不合格となった。これに関し根洋梨構本社研究部、三井物産株式会社より試料  

f躍の送付を受けたので細菌の検査を実施した所7サリ水井擢詰黒変原田菌と同一なる紬尉を分離L  

た。囚にこの試料ハマグ円㈲語は家城照抜崎町にて製造されたものである「   

元来アサリとハーアグリとは其の楷息条件が非常によく似ているからハマグ川音た詰にアサリ躍託と  
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同様な黒変現象の起ることは想像し枯らるる所であるがハマグ州麓詰の黒変に就し、ては今日迄記耕  

されたものがないようである。何れにせよ昭和34年度に於いてアサリ、ハマグリ水煮‾章雇詰に業界  

へ問題を投げる程この黒変現象の川たことほまことに蛋プく寮であってこの事は昭和34年度に限られた  

ものであるか或ほこの黒変菌が海況等の異変によって今筏も全国的に旺盛なる繁殖をしてこれ等の  

症濡詰の製造に暗影をなげるものであるかは予断を許さぬところであるが、この裏変蘭の芽胞がアサ  

リ、ノ＼マグリ儒詰の正常状態に芳さけるpH宣柁銅に於いて非常に弓轟い熱抵抗力を有することに留意  

して今様の菜造には従来よりもより高し、程度の；投菌操作を施さなけれはならないことが考へられる  

次第である。   

次にこの黒変濡ほ膨脹しないのみならず躍内が相当に低瓜こなっているから夕卜観より正常朽蔓と区  

別することは不可能であって開踵して初めて判明するものであるから、これが検けjは極めて困難で  

ある。   

異変矧勺寄物の状態は所謂Sulfide Spoilageであってアサリ肉並に液汁が極度に異変し硫化水  

素臭が非常に強い、肉ほ梢々軟化しているがpHは〕L三常膵l勺春物の夫と殆ど変化がない。   

この旛の異変現象を起す原因菌に就いてほこれがClostridium nigrificans に極似した細菌であ  

ることを熊倉、田中、茂木（1958）①等が指摘している。この Cl．nigrificans④は米国に於いて  

ピース、コーンの桶詣吉窯変の原因薗として写岩見されたもので工場用の木製の水椚又ほプライン・タ  

ンクの汚染されたものより訴濯詰（月に移行するものであることを Cameron，Wiuiams，Thompson  

がNationalCanners Assoc．BulL25－L．1928に報告している。   

今Cl．nigr損cansの性状耳を略記すると。   

a．0，3～0．5（（×3．0－6．0／∠の程菌で菌体の輔喘が円し、。   

b．耐熱性芽胞を有する（Dゴ5いり＝1．銅～2．033，Z＝19．5－22．7F＝6．65”8．31）せ芽胞を形成  

すると常体が少し膨れる。   

C．好熱性細菌で発育潤温は550Cであるが650′一700Cの範囲でも竃肯し得る。   

d．偏性蜂気性菌である。   

e．Cameron’s Sulfite Agar Mediurn（C．S．A．M．）の高層培養に於いて試験管の底より芋芭育  

し初めて漸次周囲助培地を黒変させる〔ノ 其の写岩音の初期に■於いて球状の黒変塊を形成するこ  

とが特徴である。   

f．培地の黒変∫、祁には強烈なる硫化水素臭がある。   

g．Cystine よりう流化水素を発生させる。、  

h．ⅠIldoleを写岩生しない。   

j．人間、モルモット、廿日ネゾミ、兎等に対■して病原性がない。  

1て．棲息所は土盛であるが時に肥料からも分離される。   

Ⅶ 細菌の分離及分灘薪果  

A．試料信より細菌の分健  
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他用した培地  

1．PE－2培地   

2．百草母エキス入合糖肝片Bnuillqn   

3． C．S．A．M．   

B．今日迄に判明した分離園の性状  

1．程菌0．5／JX3．0－5．0／J、菌体の両端が「】Jし、．   

2．好熟細菌で発育適温は550Cであるが37DCでも顎育し得る   

3．偏性嫌気性菌でグルコースを敢序章しなし、   

4．C．S．A．M．の高層培養で試験管底より写岩肯し初める。写芭育の初期に於いて培地中に球状の黒  

変塊を作るのが特徴である。   

5．培地の異変部は硫化水菜の臭が強い。   

6．アサリ肉汁培地に移桔すると550C，7t†にしてアサリ肉及其の液汁を窯変させる。この状態  

は異変確内容物と同一状態であるい   

7．アサリ肉汁培地をクエン酸でPHを訴闇j しPH4．8，5．0，5．4，5．8，6．4）して発育pH範  

臣目を測定して見ると pH5．4上ソ、上にほ碓満するがpH5．0抄、下にほ軍育しなし、。   

以上の諾性状はCl．nigri員caIISの夫と糎似してし、る。ノ何れにしても黒変原因菌が躍詰より男、離  

されるということほこれ等の倖詰の製造に於ける；投函行程がこの細菌に対■して完全でなかったこと  

を語るものであるからここに参考の為にこれ等用語糾こ実施された殺菌加熱を言己離すると次の如くな   

る。  
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1．アサリ水煮石澤詰の殺菌（7号確）  

蒸気庄10Llヨノロ′・’  柑1月 80舅、   

2．ノ＼マグリ水煮確詰の殺菌（サケ4号腫）  

蒸気庄10LI∃／［‾l′′  暁闇 60分  

7サリ水筆陣詰畏変憬闇菌×2，000  

C．今日迄式赦せら試料糟姜とょ尽変薗の存否   

（】）試料確はLL D．ブリキ内面C－エナメル7号緋（1’サリ水煮糾た詰）  

（太枠中のものは室温に放儲、太枠中以外のものは550C，14日加温）  

内容量1 plil Br l内容黒変【製造年月日  
の 黒 変  
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以上は神戸検香所依頼（罷旨木県産）  

1C．S．A．M．の黒変は黒変薗の存在を表示するものである。倍この培地の柴変の有無の   

定は細菌分離後550C、14Rの結果である。  

註   
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（ゴ）試料躍はH．D．ブリキ内面C一エナメルサケ4号擢（ハマク■り水煮椎詰）何れも55〇C14日  

間加温して細菌の分離を行った。  

C．S．A．M  
の 黒 変  

Br 【内容黒変製造年月日  No．j 絵  畳ノ内学≠量」 P H  
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試料擢数に対する三共変菌の分節こされた碓数は7サリ醐詰に於いて49％、ハマクやり碓詰に於いて28．5％  

であってアサリ相室諸に於いては約半数のものから黒変蘭が分甜ほれていて圧倒的多数を占めている。  

上表に示す如く試料滞を細菌分離前に550C、14日間加温したものほ早きは2－3日遅くとも7  

日攣こほC．S．A．M．を黒変させるも、全然紬蘭分灘前に加温せず室温に放置せるものは試料確の  

内容物闇相当に窯変していても14日以前の犀養「！二りこは前言己坪地を黒変させない （つ この事ほ試料麓  

より異変薗を分離する1二に於いて留意しておかなければならなし、ことである。  

】旺 要  

A．今回試料缶雷として提供されたアサリ水煮儒詰は長崎県、熊ネ脛届のもので昭和34年慶産の 

ものでありノ＼マグリ水煮脛詰は茨城県儲のもので製造は同年度のものである。  

13．今回アサリ、ハマグリ水煮躍詰より分離された窯変夙因は Cl．nigrificans 極似の細菌で  
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ある。  

C．分離菌のアサリ肉汁培地での発育pHほ5．0以下でほ発育不能で5．4以とでは発育可能で  

アサリ水煮儒詰の正常状態のpH5．8－6．0で最も発育がよい。  
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